
No.2291 例会 平成 25 年 2 月 15 日 

                                        

     

高山西ロータリークラブ 

例会報告 
第２６３０地区 岐阜県 濃飛分区  創立１９６６年１月１５日 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０ ●会 長 折茂 謙一 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988 ●幹 事 米澤 久二 

     大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ ●会報委員長  脇本 敏雄  

                               

 

   奉 仕 を 通 じ て 平 和 を 

「子供だるま」    蜘手 康介 

クラブ奉仕委員会

＜会長の時間＞ 
昔ある村にその日の食べ物

にも事欠くようなＡという貧

乏な家がありました。ある冬

の夜、乞食のような汚いおじ

いさんが何とか一晩泊めても

らえないだろうかと尋ねてき

ました。その前におじいさんはＢという金持ちの家でけんもほろ

ろに断られていました。Ａさんの家には布団もないけどどうぞお

あがりください、と言って自分たちが食べようと用意していた夕

食をそのおじいさんにあげました。翌日おじいさんは、お礼にこ

れからはあなた方が望むものはなんでも叶えるようにしてあげ

ようといって辞去しました。それからというもの、その家族は日

に日に豊かになり大金持ちになりました。福の神だったのです。

その話を聞いた 

Ｂという金持ちが、今度乞食のような汚い年寄りが来たら、さっ

そく泊めてやって自分もさらに大金持ちになりたいと思ってい

ました。次の冬、その金持ちの家に汚い年寄りが一晩の宿を頼み

ました。翌日その年寄りに自分にも望むものが何でも手に入るよ

うにしてほしいと頼みました。ところがその金持ちはすることな

すことすべてうまくいかず、次第に貧乏になってしまいました。

この年寄りが貧乏神だったからです。 

こういうお話を聞いたことがあると思います。この話は、人は

見かけで判断してはいけないのだ、ということを教えているのだ

と思っていました。この話の真意はもっと深い意味があるのだと

最近やっとわかりました。Ａさんは自分が苦しい状態にもかかわ

ら、自分以上に困っている人を助けたわけです。人のために役に

たつ社会奉仕をすれば、結果的には報いられるということです。

一方Ｂさんは形の上では人助けをしているわけですが、利益追求

のためであり自己中心的であるため、結果的に報いられないこと

になったということです。おじいさんを助けようとする心と利用

しようとする心で差が出たわけです。次に、チャンスの女神には

前髪はあるが後ろ髪がないといわれます。Ａさんいきなり前髪を

つかんだのですが、ＢさんはＡさんの様子を観察して、これはチ

ャンスであると思って前髪をつかんでのですが、すでにその時に

はピンチになっていたというわけです。一瞬の決断が重要である

ということです。さらに事業を起ち上げるに、は自己資本は問題

ではないのだということです。自己資本がなくても事業を起ち上

げることはできるし、自己資本が多いから成功するというわけで

もないということです。最後に、これが一番重要かもしれません

が、ピンチとチャンスは全く同じ姿をしているということです。 

日本の昔話にはとても奥深い意味が含まれていると思います。 

 

 

＜幹事報告＞ 

◎高山市ｿﾌﾄﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ選手会、 

 高山市体育指導委員会より 

・第59回高山西ＲＣ杯争奪 

高山市ｿﾌﾄﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 

の共催について 

日   時  ３月１０

日(日)  午前９時より 

会   場  飛騨高山ビックアリーナ 

◎ぎふ清流国体高山市実行委員会より 

・ぎふ清流国体高山市実行委員会第５回総会(解散総会)の開催について 

日時  ３月５日(火)  受付１２：３０～  

記録映像上映会１３：００～ 総会１４：００～ 

会場  ひだホテルプラザ 

◎高山市社会福祉協議会より 

・平成24年度高山市社会福祉協議会第４回評議員会の開催について 

日時  ３月２２日(火)   午後２時より 

 場所  総合福祉センター ３階作業室 

議案   平成24年度事業計画、一般会計資金収支予算及び 

特別会計資金収支予算について 

＜例会変更＞ 

高山中央 …3月11日(月) は、職場訪問例会のため、 

打江精機(株) に変更 

3月25日(月) は、定款第5条第1節により休会 

可  児 … 3月28日 (木) は、夜間例会のため 変更 

＜受贈誌＞ 

  ロータリー財団(ロータリー補助金ニュース2013年2月号)、 

岐阜県環境生活部人権施策推進課長｢人権だよりNo.52｣ 
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＜出席報告＞ 

 
 
＜本日のプログラム＞ クラブ奉仕委員会 
クラブ奉仕委員長 

     田中 武 

本日はクラブ奉仕委員

会の担当委員会で御座い

ます。本日のゲストのご紹

介を申し上げます。 

社会福祉法人 高山市

社会福祉協議会 丹生川支部コーディネーター（平たく言うと

市役所の下請け）小林俊輔さんで御座います。 

お生まれは高山で昭和５０年２月１６日生（３７歳） 

・ 大阪府の南海福祉専門学校を卒業され２０歳の時、阪神淡

路大震災を経験（災害ボランティアとしてちょっと活動）

卒業後、帰省せず大阪市内の特別養護老人ホームに就職（２

２歳で帰省） 

・ 平成 ９年４月 社会福祉法人 宮村社会福祉協議会に入

職 福祉活動専門員と在宅看護支援センター ソーシャル

ワーカーを兼務 

・ 平成１７年２月 高山市の合併に伴い 社会福祉法人高山

市社会福祉協議会職員となり中越地震。中越沖地震・能登

半島地震等の災害支援に関わる 

・ 平成１９年４月 高山市ボランティアセンター ボランテ

ィアコーディネーター２０年４月～２１年３月まで荘川支

部を兼務 

・ 平成２３年３月 東日本大震災支援に伴い「飛騨高山ボラ

ンティア支援センター」の主務として務める（高山市ボラ

ンティアセンター内） 

・ 平成２３年６月 丹生川支部コーディネーターとして現在

に至る 

本日は、婚活について面白～おかしくお話をして頂きますの

で宜しくお願い致します。 

 

ひだイベント実行委員会  事務局 小林 俊輔 様 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 「ひだイベント実行委員会」の結成は１０年前。きっかけは

「大勢でキャンプファイヤーがやりたい！」。当時、大野郡・吉

城郡の町村社協職員が有志で集まり「出逢いにコンキャ！（コ

ンパとキャンプをドッキング）」を企画し、２５対２５のイベン

トを開催しました。岐阜県からの補助金もあり、１回かぎりの

イベントのつもりでしたが、スタッフの未熟さと参加された男

性の不甲斐なさが相まって、もう１回！もう１回！と気がつけ

ば１０年の月日が流れていました。２回目以降の企画は補助金

もなく、すべて参加費でまかない企画・運営を実行委員会スタ

ッフがボランティアで行ってきました。毎年２～３回のイベン

トを主催し、これまで数組が成婚されています。 

４年前からは、自主企画を休止し、高山市福祉課が主催する

結婚支援事業の企画・運営をボランティアでサポートしていま

す。 

 イベント内容は女性を主体に考え、自己紹介タイムやゲーム

を織り交ぜながらお互いをちゃんと知ってもらえる工夫を毎回

凝らしています。ちなみに男性陣については、イベント３日前

に集合していただき「事前セミナー」を欠かさず行っています。

このセミナーは男性同士が当日初対面にならないための顔合せ

とコミュニケーションやファッション講座を行っています。ま

たイベントのチェックポイントをお伝えしたり、スタッフとの

距離感を縮めていただくための時間ともなっています。 

 思い出深いイベントは、2010年の夏「乗鞍でご来光を眺めよ

う！」と企画したものの…当日は激しい濃霧。乗鞍には入山で

きたものの…ご来光どころか視界２ｍの純白の世界を彷徨った

だけで終わってしまい…参加者のテンションも上がらず散々な

結果だったことをいまでも覚えています。 

 参加される皆さんは「出逢い」を強く求めている反面、イベ

ントに参加することが「自分は婚活している」と思い込んでし

まい、あと一歩を踏み出さない方も多くみえます。 

 個人を重要視する社会構造の変化と、人に頼らなくても生活

ができてしまう便利さが晩婚化を進めているのかもしれません。 

 いまこういう時代だからこそこそ、地域の皆さんが「お節介

役」となり、もっと「結婚」の“良さ”を伝えていただければ

と思います。「結婚」に対する「負のイメージ」ばかりが先行し

ているような感じがしています。 

 わたしたちの最終目標は結婚がステータスとなり、「イベント

の必要性がなくなる」ことです。 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 42名 5名 47名 51名 92.16% 

本日 36名 － 36名 51名 70.59％ 
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＜ニコニコボックス＞ 
●高山中央ＲＣ  今井 俊治 様 

久しぶりにお伺いいたします。宜しくお願いいたします。 

●高山中央ＲＣ  永井 信次 様 

久しぶりにメーキャップさせて頂きます。宜しくお願いします。 

●折茂 謙一さん 

①本日は小林俊輔様、よろしくお願いします。 

高山中央ＲＣの今井俊治さん、永井信次さん、ようこそ。 

②2月12日ベスと一緒に國島市長を表敬訪問しました。 

●米澤 久二さん 

・社会福祉協議会 小林様、本日の卓話よろしくお願いします。 

・12日にエリザベスと市長面会に行って参りました。国際奉仕 

委員長の鴻野さん、カウンセラーの伊藤さんお疲れ様でした。 

また事前に新聞社周りをして頂きました河渡さん、ありがと 

うございました。 

●田近 毅さん、田中 武さん 

小林さんのご来訪を歓迎申し上げます。婚活のお手伝いよろし 

くお願い申し上げます。また福祉会館で３月１０日に行われる 

３．１１を忘れない絆イベントの企画よろしくお願いいたしま 

す。会員の皆様もご参加下さい。 

●米澤 久二さん、堺 和信さん 

高山中央ロータリークラブ永井さん、今井さん、ようこそいら 

っしゃいました。今井さん、雪が溶けたらテニスのコーチ、よ 

ろしくお願いします。 

●堀川 和士さん、垣内 秀文さん 

永井様、今井様のご来訪を歓迎いたします。 

●東 庄豪さん 

前回いただいたクマヒラさんの｢抜粋のつづり｣を母８５歳に渡

しました。渡して読む母の姿に、人生について少し考えさせら

れました。素晴らしい本をいただき感謝します。 

●内田 幸洋さん 

明日からヤクルトスワローズの沖縄キャンプの視察に行って来

ます。今年は話題が少ないですけど、ガンバッテ欲しい。 

 
仕事で一週間以上地方に滞在する機会が多いのですが、5 年ほ

ど前のこと、鹿児島へ行った時仕事帰りに「明るい農村」とい

う居酒屋にたまたま入ると、最初のうちはおやじは口もきいて

くれないし、おかみさんも忙しく立ち働いているだけで取り付

く島もないといった風でしたが、それでも 2～3 回通ううちに

いくらか打ち解けてきてくれ、いつもの様に適当に肴を注文し

て薩摩焼酎を呑みながらふと見ると、高山の久寿玉正宗が置い

てあり、驚いて鹿児島で飛騨の酒は珍しいなと声をかけると、

親父は岐阜に嫁いだ娘が送ってくれたと嬉しそうで、鹿児島育

ちだけど本当は日本酒が好きなんだと言う。その翌年、又鹿児

島へ出張の折久寿玉を 2 升手土産に持参すると大層喜んでく

れ、それ以来知己の付き合いとなった。そんな付合いが 2～3

年続いた頃、おやじから店を閉めるとの手紙と幻の銘酒森伊蔵

が届いた。私の全国行脚の居酒屋めぐりもいろんな人との出会

があり、これも一つの一期一会かなと思うことです。 

一期一会        垂井 政機  

2005 年 9 月、我が家に初めての息子がやってきました。スイ

ス原産の大型犬で、名前は「しぅば」と名付けました。私はそ

れまで本当の意味で犬と暮らすということについて全くの無

知でした。ただ家を建てたら大きな犬を飼いたい、という憧れ

しかなかったのです。エサの知識も、犬本来の習性についても、

大事に飼うことが最良だと考えていました。しかしこうして八

年経つ中で、飼うから一緒に暮らすという概念に変わり、心か

ら人間と犬を超越した絆を感じるようになったのは、現在四歳

の我が子が生まれてからのように思います。私はしぅばの目を

見るたびに、毎日感謝と反省の念に苛まれます。犬は目で語り、

尻尾で感情を表現し、いつ何時も私の愛情を求めます。そして

いつでも人間に底知れぬ愛で報いてくれるのです。私はその思

いに応えられているのだろうか？常にそんな思いが駆け巡り、

毎日呪文のように語りかけてしまいます。「ありがとう、そし

てごめんな」と。 

一期一会          蜘手 康介   
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